
-2014 年 4 月～2014 年 10 月に附属病院 糖尿病・代謝・内

分泌内科および岩本内科医院に通院され SGLT2 阻害薬（アプル

ウェイ®）治療を開始された 2 型糖尿病患者さんへ- 

 

「2型糖尿病患者さんにおけるSGLT2阻害薬治療の有効性および安全性の後方視的研究」へのご

賛同とご参加のお願い 

 

2014 年 4 月以降に発売された新しい 2 型糖尿病に対する内服治療薬である SGLT2

（sodium/glucose co-transporter 2：Na＋/グルコース共役輸送担体）阻害薬であるトホグリフロジン（ア

プルウェイ®）は、尿糖排泄増加と言う、従来の糖尿病治療薬とは全く別の、腎臓を治療標的とした

画期的なお薬です。血糖管理改善のみならず体重減少効果も期待でき、さらに適応症も 2 型糖尿

病であり、全ての糖尿病治療薬と併用可能であるため、糖尿病診療において極めて重要な位置付

けにある薬です。そこで、当教室および協力医療機関である岩本内科医院（院長 岩本正博医師）

では、2 型糖尿病患者さんで臨床背景を観察し、SGLT2 阻害薬治療での治療を受けて頂いた前後

で各種採血検査値の推移や体重や体の水分や筋肉量の変化、血圧管理指標との関連を調査研究

することを立案しました。本研究により SGLT2阻害薬が糖尿病患者さんの治療に有効であることが明

らかとなれば、将来のより安心・安全な治療継続の判定基準などが確立され、治療を受けておられる

患者さんの安全性の確保や糖尿病診療の更なる充実へと繋がると考えております。本研究は、川崎

医科大学・同附属病院倫理委員会より承認を得ております。 本研究への参加に当たっては、患者

さん個人が特定できるような個人情報は排除され、患者さんお一人お一人のプライバシーは厳重に

秘匿されます。調査成績の公表などに関しても、患者さんのプライバシー保護は十分に保全されま

す。この調査への参加によって、新たな経済的負担は発生しませんし、謝礼もありません。本研究は

学内研究費を用いて行われます。また、本研究にあたり、この研究課題を実施する関係者には、ファ

イザー（株）、サノフィ（株）、田辺三菱製薬（株）、第一三共（株）、大日本住友製薬（株）、日本イーラ

イリリー（株）、アステラス製薬（株）、キッセイ薬品工業（株）、ノボノルディスクファーマ（株）、協和発

酵キリン（株）、MSD（株）、アストラゼネカ（株）、小野薬品工業（株）、武田薬品工業（株）、持田製薬

（株）より奨学寄付金の受け入れ、および田辺三菱製薬（株）、アステラス製薬（株）、武田薬品工業

（株）、MSD（株）、ノボノルディスクファーマ（株）、日本イーライリリー（株）、アストラゼネカ（株）、小野

薬品工業（株）、サノフィ（株）、日本ベーリンガーインゲルハイム（株）より、報酬・謝礼・原稿料などの

受け入れがありますが、利益相反委員会に、この内容を申告し、適正に管理されています。 

尚、サノフィ（株）は、本被験薬を販売している企業であるが、利益相反委員会に申告を行い、研

究内容に影響が及ばないように適正に管理されており、また研究の発表時にはこの事実関係を明示

することとなっています。サノフィ（株）以外の他の企業は、本研究とは直接的には関係のない企業で

す。 

最後に、重ねて強調いたしますが、本研究は重大な有害事象の発生を受けて立案されたもので

はなく、あくまでも、有効性と安全性の確立・実証を目的とするものですので、治療中の患者さんはど

うぞ安心して、現在のSGLT2阻害薬での治療を継続下さい。研究への参加を希望されない方、ご質

問のある方は、下記までお問い合わせ下さい。 

 

問い合わせ先：E-mail: tounai@med.kawasaki-m.ac.jp  TEL 086-462-1111 FAX 086-464-1046   

川崎医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科学 研究責任者、問い合わせ担当者：亀井 信二 

E-mail: iwamotonaika@juno.ocn.ne.jp  TEL 0877-62-1075 FAX 0877-63-0202 

岩本内科医院 共同研究者、問い合わせ担当者 ：岩本 正博  


